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1         　  機　 密 
Ⅰ．一般事項 
（a）報告部隊　 　 第87航空群　 　 （b）所属基地／戦艦　 　 航空母艦タイコンデロガ　 　 　 　 　 　 　 （c）報告書番号 　 　 61　 　  
（d）発進日　 1945年8月13日　 時間　 11:30（日本時間）　 （Zone）；緯度　 北緯34度50分　 経度.　 東経１４２度４５分　  
（e）任　 務　 　 　 　 東京周辺地域の飛行場に対する戦闘機掃討作戦　 　 　 　 　 （f）帰投時間　 16時００分（日本時間）　  
 
Ⅱ．この報告書の対象となる味方航空機 

 
Ⅲ.本作戦に参加した、その他の合衆国または連合国軍機 

 
Ⅳ.観測または交戦した敵機（本報告書II項に記載の味方機によるもののみ） 

（h）推定される敵の任務   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                                                                                
（i）雲の中で敵と遭遇したか　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 該当する場合は、雲の詳細を記述　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
  　 　 　 　 （はい・いいえ）   　 　 　 　 　 　 　 　 （雲底高度（フィート）、雲の種類、雲量（10分率）) 
（j）時間帯と太陽または月の明るさ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （k）視程　         　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
      　 　 　 　  （夜間、明るい月、昼間、曇天） 　 　 　 　 　   　 （距離) 
Ⅴ.空中で撃墜または損害を与えた敵機（本報告書II項に記載の味方機によるもののみ） 

 
 
 
 
 
 

アメリカ海軍作戦本部 
航空戦闘報告書 様式1 
シート1/5

部外秘 
（記入後は再分類する

こと）

発艦機数
（c）

空戦参加機数
（ｄ）

対地攻撃参加機数
（e）

F6F-5
（ヘルキャット）

第87戦闘飛行隊 11機 0機 11機
・500ポンド（約227kg）汎用爆弾1発
・HVAR（高速航空ロケット弾）4発

・爆弾: AN-M103（瞬発）
・AN-M101ND（遅延なし）
・ロケット: MK.149（瞬発）

機種
（a）

飛行隊
（a）

搭載兵装（1機あたり）
（f）

信管設定
（ｇ）

機体数

機種 所属部隊 機体数 所属母艦 機種 部隊名 機体数 所属

なし

（a）
機種

（b）
観測機数

（c）
味方機との交戦機数

（d）
遭遇時刻

（e）
遭遇場所

（ｆ）
敵機の搭載兵装

（ｇ）
迷彩及びマーキング

なし
（ZONE）

（ZONE）

（ZONE）

機種 部隊名 パイロット 使用銃

なし

（b）撃墜／損害を与えたパイロット（a）
敵機の機種

（d）
戦　果

（c）
命中箇所、角度
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報告書番号　 　 　 61　 　 　  
Ⅵ.味方航空機の損失または損害（戦闘または運用上）（本報告書II項に記載の機体のみ） 

 
Ⅶ.搭乗員の死傷者（本報告書II項の機体のみ。左の番号でⅥ項の機体と対応させること） 

 
Ⅷ.帰投した航空機の航続距離、燃料、弾薬データ 

 
Ⅸ.遭遇した敵の対空砲火（各行、該当するブロックにチェック） 

 
Ⅹ.味方機と敵機の性能比較（左のチェックリストを使用） 

 
 

 　 該当せず
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（a）
機種

（b）
部隊名

（c）
原因（敵機の機種、兵器、または運用上の原因）

（d）
被弾箇所、角度

（装甲、防漏タンク、被弾した装備を記載）

（e）
損失または損害の程度

（破壊された機体は製造番号を記載）

1 なし

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

（a）
機種

（b）
所属部隊

（c）
氏名・階級・管理番号

（d）
原因

（e）
状態

なし

30口径 50口径 20MM MM

F6F-5
（ヘルキャット）

130マイル
（約209km）

130マイル
（約209km）

4.5時間
400ガロン

（約1,514㍑）
300ガロン

（約1,136㍑）
11機

(h)
帰投機数

(g)消費弾薬
（a）
機種

（b）
往路

（マイル）

（c）
復路

（マイル）

（d）
平均飛行時間

（e）
平均搭載燃料

（ガロン）

(f)
平均消費燃料

（ガロン）

口径 なし わずか 中程度 激しい

大口径- 時限信管付き砲弾、75mm以上 ＊

中口径- 着発信管付き砲弾、20mm-50mm ＊

小口径- 機関銃弾、6.5mm-13.2mm ＊

速度、上昇力
（各高度において）

旋回

急降下

上昇限度

航続距離

防御力

武装力
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部外秘 
（記入後は再分類する

こと）
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(攻撃を行わなかった場合は、このシートを省略すること) 
 

報告書番号　 　 　 61　 　 　  
Ⅺ.敵艦船または地上目標への攻撃（本報告書II項に記載の味方機によるもののみ） 
（a）目標および場所　 　 　 　 東京周辺の八街飛行場および成東飛行場　 　 　 　 　 　 　 　 （b）目標上空時刻　 　 12：30（日本時間）　  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （戦艦については、攻撃区域内の全隻を対象とせよ） 
（c）目標上空の雲　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高度約9,000フィート(2,740m)に層雲、雲量10分の4 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （雲底の高度（フィート単位）、雲の種類および雲量（10分率）） 
（ｄ）目標の視認性　 　    靄　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （e）視程　 　 　 　 　 　 5マイル（約8ｋｍ）　 　 　 　  
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （快晴、霞、所々に雲、その他）  　    　 　 　 　 　 　 （マイル） 
（f）攻撃戦術：種類　   　 　 急降下爆撃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 使用照準器　 　 　 　 　 　 　 　 　 MK8　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 （水平飛行、滑空、急降下）     　 　 　 　 　 　 　 （種類） 
   1回あたりの投下数　 　 　 　 1発　 　 　 　 　 間隔　 　 　 　 　 　 　 投下高度　 　 4,000～4,500フィート（約1,219～1,372m）　  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （NUMBER)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （フィート）  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （フィート） 
（g）地上にて命中させた敵機:破壊　 　 　 　 　 　 　 　 概ね破壊　 　 　 　 　 　 　 　 　 損害　 　 　 　 　 　 　 　  

（o）戦果: （艦船目標への全命中弾、および特に重要な地上目標については、命中弾の種類と箇所を示す図を描画すること。全ての目標について、命中箇所とその効果を記述し、上記の番号で識別すること。必要であ

れば、別紙を使用せよ） 
 
(1) 爆弾およびロケット弾による命中損害は不明ながら、機銃掃射によりベティー（一式陸上攻撃機）とジーク

（零戦）に損害。 
 
(2) 1機の双発(エンジン)飛行機を撃破。その他の戦果は観測されず。 
 
(ｘ) 4発のHVAR（ロケット弾）が投棄された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（p）写真は撮影されたか？　 　 　 　 いいえ　 　 　 　 損害を写した写真がある場合は、ホチキスで添付すること。 
 
 
 
 

(j)機数

(k)部隊名

11機

第87戦闘飛行隊

11機

第87戦闘飛行隊
不明

不明
八街飛行場
掩体壕区域

500ポンド汎用爆弾10発、HVAR 20発

成東飛行場
掩体壕区域

500ポンド汎用爆弾1発、HVAR 20発

(h)
照準点

(i)
寸法またはトン数

(l)
各照準点ごとの爆弾・弾薬消費量

(m)
照準点への命中数

(n)
損害（なし、軽微、重大、撃破または撃沈）
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部外秘 
（記入後は再分類する

こと）



 
 
 

機　 密   
 
 CVG-87 
 報告書番号61 　

 
 行動概要

 
 第87戦闘飛行隊長 C.E.インガルス・ジュニア海軍少佐により、当飛行隊の日本本土に対する戦争最
後の攻撃を指揮。当初の計画では、当飛行隊は戦闘機12機、爆撃機15機、雷撃機15機で構成される部隊で、川
崎にある日本電気第二工場へ攻撃予定だった。（実際には計画が変更され）千葉半島に位置する八街および成

 東の二つの飛行場が攻撃された。
 
 最初に八街飛行場が爆撃され、戦果は大部分が観測不能。ただし、1機のベティー（一式陸上攻撃機）と
ジーク（零戦）が機銃掃射によって撃破された。その後、飛行隊による長者(太東ヵ）飛行場を偵察するも、無人状
態だったため、続けて成東飛行場を攻撃。成東飛行場の掩体壕も大部分が空の状態、しかし1機の双発(エンジ
ン)飛行機を発見し、炎上させて破壊。 
 
 遭遇した対空砲火は軽微。銚子付近から4、5発の重対空砲火が撃たれ、攻撃した飛行場では若干の軽

 対空砲火、しかし被弾機は無く、全機が無事に帰投した。
 
 

 報告書作成者:     承認者:
J.G.ウィリアムズ 海軍中尉、航空戦闘情報士官  C.E.インガルス・ジュニア 海軍少佐、第87戦闘飛行隊長 
 


